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自治労県職労春季要求提出交渉

過重労働の撲滅～総労働時間短縮に向け現実的な取組みを検討中（当局）

「適正な人員配置」「効率的な仕事の進め方」など、総合的対策で働き過ぎをなくそう！

自治労県職労は3月12日、知事あてに2015年春季要求書を提出し、労務担当局長との交渉を行いました。重点要求の柱である「過重労働の撲滅」について、労務担当局長は、業務の効率化に向けた考え方を示し、総労働時間の短縮について「現実的な取組みについても検討中」と回答しました。

自治労県職労の発言（要旨）

○賃金・諸制度の改善

・初任給・若年層の賃金を大幅に改善すること。
・非常勤職員等の報酬等を大幅に改善すること。
・臨任・非常勤職員の療養休暇を有給化すること。

○過重労働の撲滅

・年間360時間、1か月45時間を超える時間外勤務は、労働基準法違反であることを管理監督者に徹底すること。特に、過労死水準を超える時間外労働は、職員の命や健康を守るために早急に撲滅しなければならない。
・基本要求交渉で確認したとおり、時間外勤務削減に向けた実効性ある取組みの具体案を示すこと。
・特に本庁は、慢性的に長時間の残業が行われており、ノー残業デーも形骸化している。
・議会対応はずいぶん以前に、「班長(今のＧＬ)以上で対応」と確認した。予算調整についても、部局への一定の権限委譲を行い、Ａ４事業等は枠配分として作業を簡素化し、財政課との調整は「時間外に及ばないように」と確認したが、ルールが守られていない。

・本庁での「仕事のやり方を見直す」方法として、以前取り決めた内容を明文化し、そのルールを確認して予算の査定をしていくよう提案する。
・グループウェアを活用して、全庁的にグループ・課単位の在庁時間の実態把握を求める。

・昨日はノー残業デーだったにもかかわらず、時間外に事業改善の見直しに関する集会が行われ、若手職員を中心に参加するよう動員がかけられた。形式は自主的参加なので、時間外手当はつかないが、参加を強制するのなら払うのは当然。
・時間外手当について入力制限がかかり、上限8時間と言われたこともある。残業した実時間の1割しか出ない月もあった。
○人員要求

・来年度の部局別配分定数が示された。相変わらず、減要素として「その他業務の見直し」が非常に多い。その具体的な内容を明らかにすること。

・職業訓練指導員について、最低限現在の欠員を正規職員で配置するために、採用を拡大すること。

・児童相談所等の福祉職について、職員の過重労働を解消できるだけの増員を求める。同時に、現在雇用している非常勤職員の削減を行わないこと。

・県税事務所や保健福祉事務所の再編統合に伴い、業務に支障が生じていないか検証し、安定した県民サービスが提供できるよう必要な人員配置を。
・職員7人体制の課で、うち4人が3月末で退職するところがある。さらに、引っ越し作業やクレーム対応に追われている状況。段取りよく早めに対応できればよいが、後手に回り仕事が増えてしまうこともある。適正な人員確保を望む。

○メンタルヘルス対策、労働安全衛生課題
・産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて、発症予防、早期発見、早期ケア、早期復職サポートの枠組みによる総合的なメンタルヘルス不全対策を確立すること。

・メンタル不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場の所属長に産業医との面接を義務付け、産業医が状況を把握するシステムを設けること。
・安全衛生委員会について、法令では「月1回以上の開催」を義務付けているが、できていないところが多い。事務方が大変、りっぱなことをやらなければいけないなど、構えすぎてしまっているのでは。毎月第〇○曜日のようにあらかじめ開催日を決めておく方法も。安全衛生委員会の活性化を。
・時間外においても冷暖房の稼働を。

・寒い日に暖房を入れてもらえない時間帯があった。

　人ではなくて、モノとして扱われているような感じ。職員の健康よりコストが優先されている。

・冷暖房は時間内しか入らないが、時差出勤する職員もいるので、配慮が必要だ。朝、暗い中で仕事をしている職員もいる。

・健常者の視点ではなく、障害のある職員や県民の利用を前提に、室温、照明、エレベータ、自動ドア等の設定を検討すること。
・自主運転する庁用自動車について、使用する職員が危険を感じる場合は、引き続き早急に更新を。

○仕事を進める条件の整備
・人事評価システム導入時の「いたずらに差をつけるものではない。人材育成のための制度である。」との確認どおり、誰もが納得し、やる気になる評価となっているか検証し、検証結果に基づき適正に運用すること。

・庁舎建設・再編にあたっては、法定の休養室はもとより、食堂・売店等を確保すること。
○行政システム改革
・産業技術センターの地方独立行政法人化は、職員の雇用問題のみならず、公的責任を確保する観点からも行わないこと。
○職員の個人情報の取扱いについて

・「県庁ＣＨＯ計画」から「医療費データの分析、活用」を除外すること。「健康診断データの分析、活用」について、個人情報保護をどのように考えているのか明らかにすること。
○雇用と年金の接続について

・年金不支給期間の段階的拡大を踏まえ、賃金制度の改善を検討すること。休暇制度の充実を。
○公正労働基準の確立
・行政補助員制度の抜本的見直しを求める。

・臨任・非常勤職員について一方的な雇止めを行わないこと。

・公契約条例を早期に制定すること。
○ノーマライゼーション課題
・障害者権利条約が批准されたこと、2016年度には「障害者差別解消法」が施行されることを踏まえて、早急に人事・給与制度や職場環境の改善を。
・特に、現在抜本的な見直しを行っている人事給与システムについては、新システム稼働時には「情報バリア」を解消すること。

・電話交換職場については、問題が多発している現場実態を踏まえ、派遣業務の導入を止め、直営化にもどすこと。

※春季要求書の全文は、組合員専用ページに掲載しています。
☆平成27年度更新車両　合計53台

（今年度前倒しで更新した6台を含む）

＜購入47台＞

○総務局4台：庁舎課2　平塚県税1　小田原県税1
○安全防災局1台：温泉地学研究所1
○環境農政局（県政Ｃ環境農政含む）26台：

農技Ｃ1　農技Ｃ北相1　農技Ｃ足柄2　農技Ｃ横浜川崎1　県央家畜保健衛生所4　湘南家畜保健衛生所1　東部漁港1　自然環境保全Ｃ2　横三県政Ｃ1　県央県政Ｃ3　湘南県政Ｃ2　県西県政Ｃ7

○保健福祉局6台：

　　厚木保福2　小田原保福2　小田原保福足柄上Ｃ1　食肉衛生検査所1

○県土整備局2台：藤沢土木1　厚木土木1
○県政総合Ｃ6台：

横三県政Ｃ1　県央県政Ｃ2　県西県政Ｃ3

○教育局2台：まなびや計画推進課1　県央教育1
＜リース2台＞

　○総務局2台：庁舎課2（燃料電池車）
＜車両移管2台＞

○総務局1台：庁舎課1

○保健福祉局1台：小田原保福1

＜寄付受入2台＞

○保健福祉局2台：小田原保福1　厚木保福1
3．11県労連春闘要求交渉

人事委員会事務局長は

組合との意見交換を表明
3月11日、県労連は、春闘要求提出交渉及び県人事委員会要求提出交渉を行いました。

芹沢県労連議長は、昨年以降の民間春闘の状況や人事院・県人事委員会勧告について触れ、今期民間は、昨年以上に賃上げの動きが出ていること、日本社会の転換期にあり、働き方や家庭のあり方も作り上げていく春闘と述べ、要求書を手交しました。

黒川副知事からは、この3月で終了する給与減額措置の協力に対するお礼と現在の県財政や経済動向が述べられました。副知事は、開催中の議会において、職員の給与減額措置を止めることについて反対する会派もあったが、知事が人事委員会勧告を基本に給与改定を行う、公務員賃金が民間にも波及していくと答弁していたことに触れ、勧告尊重の立場を表明しました。

同日、場所を移して行われた人事委員会交渉において、芹沢議長が要求書を手交、谷藤事務局長が要求内容について説明しました。

自治労県職労米倉委員長は、「①初任給が民間より低いこと、給与制度の総合的見直しに伴い、東京など地域手当の率が高い自治体との賃金格差が拡大する、優秀で若い人材が県庁に集まるような賃金改善を行う必要がある、②過労死水準を超える働き方をしている県職員が多数いる、過重労働の撲滅に向けて、監督署機能を持つ人事委員会にその機能を発揮していただきたい。」と要請しました。

最後に人事委員会事務局長は、「組合と課題の共有を図り、時期を考えながら、意見交換する機会を設けていきたい。」と表明しました。
無理・無茶な意向打診は

組合に相談を！

４月１日付補正異動に先立ち、3月2３日（月）に第1次内示（意向打診）が行われます。

「人事異動基本要綱」等では、「職員の通勤に要する時間は、原則として片道1時間30分以内とする」、「次世代育成支援の観点から、子育て中の職員については、意向の把握に努め、必要に応じて通勤時間や勤務形態等に係る配慮を行うものとする」と定められ、交渉では、「介護を行う職員にも配慮する」と回答しています。
万一、これらの事情や意向を無視した意向打診が行われた場合は、遠慮なく組合事務所にご相談ください。

自治労県職労 憲法学習会

日　時：3月19日（木）18時30分～

場　所：波止場会館3階　中会議室

　　　　（みなとみらい線「日本大通り駅」徒歩3分）

テーマ：「イスラム国」と日本国憲法


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































